富者の庇護下で生きる人びと : 元禄12（1699）年、野中組18 ヶ村の請文から by 長谷川, 裕子
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元禄 12（1699）年 1月　触状ならびに野中組 18ヶ村請文（No.4004）
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（ 永 代 ）
いたい御ふ
（ 譜 代 ）
たいに進上」している（「下坂文書」）。
このような習俗は当時「わ














forum No.11 参照）、元禄 10 年につづき、11 年にも
代官などから「夫
ふ じ き
食」（食糧）を受け取った文書・
帳面が多数残されている（93・131・1505・2117・
2118 など） 。
　こうした状況からは、戦争が停止され「平和」な
世がやってきても、そして「法令」が出された元禄
11 年になっても、人びとはいまだ「困窮」から解
放されておらず、それゆえ人身契約という形での富
者の救済が必要とされていたことがうかがえよう。
そしてさらにいえば、元禄 11 年の「法令」は、譜
代・永年季契約が一般化していた地域社会の実状に
合わせるために、奉公年季制限撤廃令が出されたと
推測できるのではないだろうか。「法令」が出され
る 7 ヶ月前、江戸幕府の寺社奉行・町奉行・勘定奉
行・勘定吟味役の連名で老中に差し出された「金銀
出入、双方一領訴、奉公人年季窺書」（「舞鶴市谷口
家資料」、『立命館法學』第 231・232 号。以下「窺書」
と略記）には、「幼少の子供相対にて永年季、譜代
にも貰い申す者」はいるだろうが、10 年の年季で
は貰い手がないため「下々の子供片付きか
（ 難 ）
たく、め
いわく仕りそうろうと承り及びそうろう事」と、「法
令」③の条文を制定した理由が書かれている。養育
してようやく人並みに働けるようになった頃には契
約解除となる 10 年の年季契約では、買い手側にあ
まりにも利がないということなのだろう。また、「窺
書」には、凶年時に限り年季制限を撤廃するという
政策を取った理由として、以前は永年季を必要とす
る人がさほど多くなかったため、と記されている。
この記述は、「困窮」する人びとは江戸初期よりも
江戸中期の元禄期の方が増えていることを意味して
いるのかもしれない。いずれにせよ、童買いによる
「生き残り」がまだまだ不可欠な社会にあって、そ
の実状に合わせた法改正の必要性が江戸幕府内部で
も議論されるようになったのであろう。結果として、
「窺書」を受けた老中は、「伺いの通り、年季の儀、
向後相対次第に致さるべくそうろう」と、奉行たち
の上申を受け入れ、富者の庇護下でとりわけ子供を
「生かす」ための譜代・永年季奉公を政策として進
めていくことになったのである。
元禄8（1695）年9月
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